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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
及
び
非
化
石
価
値
取
引
に
関
す
る
質
問
主
意
書

電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
重
要
度
を
増
し
続
け
て
い
る
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
の
た
め

と
、
政
府
は
二
〇
一
二
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
）
を
導
入
し
た
。
以
来
、
毎
月
送
ら
れ
て

く
る
電
気
料
金
の
明
細
書
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
）
が
あ
り
、
国
民
は
そ
れ
ぞ
れ
お

よ
そ
十
％
を
上
乗
せ
さ
れ
た
金
額
の
消
費
電
気
料
金
を
負
担
し
て
い
る
。

太
陽
光
や
水
力
・
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
を
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
脱
原
発
と
地
球
温
暖
化

対
策
の
両
立
に
欠
か
せ
な
い
。
国
民
と
し
て
も
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
、
原
子
力
発
電
を
縮
小
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
促
す
仕
組
み
で
あ
る
と
理
解
納
得
す
る
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
普
及
拡
大
の
実
感
を
と

も
な
わ
な
い
ま
ま
に
国
民
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

こ
こ
で
、
今
年
五
月
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
の
非
化
石
価
値
を
取
引
す
る
市
場
が
始
動
し
た
。
Ｃ
Ｏ
�
（
二
酸
化
炭
素
）
を
排
出
し

な
い
と
い
う
環
境
価
値
を
、
証
書
の
形
で
取
引
す
る
新
た
な
非
化
石
価
値
取
引
制
度
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
非
化
石
価
値
取
引
市
場
に
お
け
る
非
化
石
証
書
の
売
り
上
げ
を
Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金
に
充
当
し
、
賦
課
金
の
軽
減
、

一



つ
ま
り
国
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
制
度
と
し
て
い
る
が
、
非
化
石
価
値
取
引
所
で
の
初
入
札
は
低
調
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
、

わ
ず
か
約
六
百
七
十
万
円
の
売
り
上
げ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
賦
課
金
を
一
銭
下
げ
る
に
も
七
十
億
円
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

る
が
、
新
た
な
制
度
は
、
実
際
に
は
負
担
軽
減
に
ど
れ
ほ
ど
役
立
つ
の
か
、
不
透
明
な
ま
ま
で
の
制
度
導
入
で
は
な
い
か
。

二

ま
た
、
電
力
小
売
事
業
者
が
証
書
の
値
段
を
上
乗
せ
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
を
販
売
し
た
場
合
、
賦
課
金
と

し
て
国
民
負
担
は
減
ら
せ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
電
力
を
買
っ
た
企
業
や
国
民
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
高
い
料
金

を
払
う
こ
と
に
な
る
。
単
な
る
負
担
の
付
け
替
え
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

三

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
高
度
化
法
に
よ
り
、
小
売
電
気
事
業
者
は
供
給
電
力
の
非
化
石
電
源
比
率
を
二
〇
三
〇
年
度
に
四

十
四
％
以
上
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
非
化
石
電
源
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
力
が
含
ま
れ
て
お
り
、

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
も
非
化
石
電
源
の
シ
ェ
ア
を
四
十
四
％
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
十

二
〜
二
十
四
％
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
計
画
通
り
で
あ
れ
ば
、
非
化
石
価
値
取
引
市
場
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
枠
が
あ
る
の
も
同
然
で
あ
る
。
非
化
石
価
値
取
引
市
場
を
活
発
に
し
て
も
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
の
加
速
は
望
め
な
い
の
で
は
な
い
か
。

四

火
力
発
電
由
来
の
電
力
で
あ
っ
て
も
、
非
化
石
証
書
を
買
え
ば
Ｃ
Ｏ
�
を
減
ら
し
て
公
表
で
き
る
。
非
化
石
証
書
の
価
格

二



が
安
け
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
�
排
出
量
の
少
な
い
ガ
ス
で
は
な
く
燃
料
コ
ス
ト
の
安
い
石
炭
で
発
電
す
る
こ
と
が
選
ば
れ
、
国
全
体

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
抑
制
に
逆
行
し
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
か
。

五

そ
も
そ
も
、
非
化
石
価
値
取
引
市
場
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
火
力
発
電
所
由
来
の
電
力
で
あ
っ
て
も
非
化
石
証
書
と
組
み

合
わ
せ
る
と
い
う
手
段
を
利
用
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
�
を
排
出
し
な
い
電
力
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金
の
導
入

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
目
的
と
し
て
国
民
負
担
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
本
意
に
反
す
る
こ
と

で
あ
り
、
非
化
石
価
値
取
引
市
場
で
は
な
く
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
そ
の
も
の
の
中
で
国
民
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


